
　法務局は、法務省の地方機関の一つとして、主に以下の業務を取り扱います。

現在、私は、会計課の施設係として庁舎の維持管理などを担当しています。会計課には、ほかにも支払に関す

る事務などを行う主計係や消耗品等の購入、各種調達事務などを行う用度係がありますが、他の部署の職員や企

業の方と調整を行うことが多く、現場で働く職員とその業務を支える責任ある仕事であると感じており、充実し

た毎日を過ごしています。

私は、法務局に採用されて６年目であり、これまでに、登記業務、供託業務、人事関係の業務などを経験して

きました。法務局の業務には、ほかにも戸籍、国籍、訟務、人権などの業務があり、業務は多岐にわたっていま

す。これらは、いずれも国民の生活と密接に関わる重要な業務であり、責任をもって取り組まなければならない

緊張感のある業務です。

一方で、法務局では、職員に対する職場全体でのサポートが厚く、充実

した研修制度もあるので、安心して働くことができます。

また、幅広い業務に様々なやりがいや魅力がたくさんあり、それらを経

験することにより、自身の成長を実感することができますので、是非、業

務説明会や官庁訪問に参加して、法務局の業務の魅力や職場の雰囲気を感

じてみてください！

皆さんと一緒に仕事をすることができる日を楽しみにしています！

これまでどんな業務を担当してきましたか？

国民生活の安定に寄与する仕事をしたいと考えながら、様々な官公庁の説明会に参加する中で、法務局の業

務説明を聞き、登記業務や戸籍業務などの幅広い業務を通じて、国民の権利と財産を守るというところに魅力

を感じ、入局を決めました。また、業務説明会を通して、充実した研修制度や職員の方々の温かい雰囲気を感

じ、大学では日本文学を専攻し、法律を学んできていない私でも安心して業務を担えると思えたことも志望理

由の一つです。

私は採用されて２年目になります。採用当初から勤務している不動産登記部門では、登記申請の受付事務

や審査事務を経験した後、現在は各種報告書の作成、登録免許税の還付手続、

情報公開業務などを担当しています。臨機応変に対応しなければならず苦慮す

る場面もありますが、周囲の上司や先輩方からとても丁寧な指導を受け、業務

を遂行することができ、自分の成長とやりがいを感じながら仕事に取り組んで

います。

法務局の業務には、法令や積み重ねられた先例に基づき業務処理を行うもの

だけではなく、所有者不明土地問題の解消といった社会問題の解決に向けた新

たな施策もありますが、ベテラン職員から採用されたばかりの若手職員までが

強く団結して取り組んでいます。

皆さんと一緒に楽しく、使命感を持って働けることを楽しみにしています。

なぜこの仕事を選んだのですか？
Message from Staff

もっと詳しく知りたい方はこちらへ！

一般職行政区分 採用

一般職行政区分 採用

•土地・建物の権利関係や会社・法人の情報など登記事項を国民に公示する。登登記記

•人が生まれてから死亡するまでの親族関係を登録し公証する。戸戸籍籍

•日本国籍の取得喪失、外国人の帰化や国籍取得などを行う。国国籍籍

•家賃供託・選挙供託などの供託制度を通じ、国民の権利保全等の役割を担う。供供託託

•全ての人々の人権の尊重のため、人権相談・調査救済・人権啓発を行う。人人権権

•国を当事者とする訴訟等について、代理人となり、主張・立証等を行う。訟訟務務
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